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（別添 10） 

指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和５（2023）年度 

施設名 とちぎ花センター 

施設所管課 農政部生産振興課 

指定管理者 公益財団法人栃木県農業振興公社（法人番号5060005007583） 

指定期間 令和６（2024）年４月１日～令和11（2029）年３月31日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 栃木市岩舟町下津原１６１２ 

施設の概要 

 

 

 

 

 

①敷地面積：２６，４２３㎡ 
②施設面積：１７棟  ６，３９７.１６㎡ 
   鑑賞大温室  １棟  ２，２２５㎡   倉庫棟    １棟   ３７２㎡ 
   ホール棟  １棟   ６０３㎡    展示温室   ３棟   ７３８㎡ 
  マロニエフラワー館 １棟 ３５２㎡  生産温室   ５棟 １，２２５㎡ 

   管理棟       １棟 ４２１㎡ その他    ４棟   ４６１㎡ 

業務内容 

 

①センターの施設の維持管理に関する業務 ②多目的ホールの利用の許可に関する業務 
③センターの運営に関する業務 ④前各号に掲げる業務に付帯する業務 
⑤その他（センター内食堂・花き販売所の運営等の自主事業に関する業務） 

 

２ 収支の状況 

 令和５（2023）年度                                                            （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理
※２ 

 指定管理料 １３６,９００  

 

 

 

 

指

定

管

理
※２ 

 事業費 １８,６３５ 

 利用料金収入 １２,１８６  管理運営費 ３２,３０１ 

 その他収入※１ ４,９１４  人件費 １０１,４３５ 

   その他支出※１ １２,６７１ 

 合計 １５４,０００  合計 １６５,０４２ 

指定管理業務収支差額① ▲１１,０４２   

自主事業 ６７,５４９  自主事業 ６３,０６５ 

自主事業収支差額② ４,４８４   

収支差額（①＋②） ▲６,５５８   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・花き類処分販売料      ３,３５１千円 
・自動販売機設置収入       １６３千円 

・エネルギー価格高騰対策指定管理者支援金 １,４００千円 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

・租税公課費              ９,４３８千円 

・退職給付引当金繰入額    ３,２３３千円 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 令和４（2022）年度（前年度）                                                  （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 １３０，５５８ 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 １６，５０９ 

 利用料金収入 １１，４９２  管理運営費 ３３，８０２ 

 その他収入※１ ４，９９４  人件費 ８４，８３３ 

   その他支出※１ ５，７３３ 

 合計 １４７，０４４  合計 １４０，８７７ 

指定管理業務収支差額① ６，１６７   

自主事業 ７７，４６７  自主事業 ６７，８７１ 

自主事業収支差額② ９，５９６   

収支差額（①＋②） １５，７６３   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
・花き類処分販売料      ３，２００千円 
・自動販売機設置収入      ４１８千円 
・エネルギー価格高騰対策指定管理者支援金 １，３７６千円 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
・租税公課費              ２，２７９千円 
・退職給付引当金繰入額    ３，４５４千円 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 
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３ 利用状況 

施設名 項目 
令和４（2022）年度 

(前年度) 

令和５（2023）年度 

入園者数 入園者数 ３２３，２８５人 ３４７，１６１人 

鑑賞大温室 入館者数 ６７，７９０人 ７５，６９０人 

うち有料入館者数 ２９，８３６人 ３１，０８７人 

観覧料金額 １０，９１６，２００円 １１，５３８，７４０円 

多目的ホール 利用日数 ５２．０日 ５４．５日 

利用料金額 ５７５，６００円 ６４７，６００円 

 

４ サービス向上に向けた取組 

・３～５月GWまで無休営業を行った。 

・秋バラが咲いている園内を散策しやすいよう、秋のおすすめバラマップを配付した。 

・６月～２月の鑑賞大温室有料入館者を対象として花販売所、カフェで利用できる期間限定の割引券

を配付した。 

・県内の小学生に、鑑賞大温室の無料招待券を配付した。 

・ホームページ、フェイスブック、エックス、インスタグラムにより、園内情報や開花情報、イベン

ト情報を随時発信した。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・利用者アンケート調査の実施 

 調査の方法 

  指定管理者が入園者を無作為に抽出してアンケート調査を実施 

  毎月 50 人に実施し、年間 600 人から回答 

 

アンケート項目 結        果 

性別 

年齢 

 

住所 

 

 

来園目的 

 

来園回数 

 

大花壇について 

 

鑑賞大温室について 

 

企画展について 

 

職員の対応について 

 

施設の管理状況について 

男性 33％  女性 67％ 

10 代 12％、20 代 6％、30 代 12％、40 代 14％、50 代 16％、 

60 代 20％、70 代以上 20％ 

来園者の 62％が県内在住者であり、そのうち 62％が県南部地域

在住者である。 

県外来園者の 76％が埼玉県・茨城県・群馬県在住者である。 

鑑賞大温室、大花壇、花の購入の順となっており、鑑賞大温室を

目的とする来園者は 65％を占めている。 

初めて来園する新規顧客は 47％、４回以上のリピーターは 30％

を占めている。 

とても良かった 50％  良かった 36％  普通 14％  あまり良くな

かった 0％ 良くなかった 0％ 

とても良かった 67％  良かった 30％  普通 3％ あまり良くな

かった 0％ 良くなかった 0％ 

とても良かった 70％  良かった 27％  普通 3％ あまり良くな

かった 0％ 良くなかった 0％ 

とても良かった 73％  良かった 23％  普通 4％ あまり良くな

かった 0％ 良くなかった 0％ 

とても良かった 59％  良かった 36％  普通 5％ あまり良くな

かった 0％ 良くなかった 0％ 
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 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・タネガチャ種類を増やして欲しい。 

・もっと青いバラをアピールした方が良い。 

・どこでもドアはずっとほしかった。 

・ビカクシダのお手入れ、もう少しお願いします。 

・蚊が多い。 

・夏はスポットクーラーがあるとありがたい。 

・クーポンは当日限りでなく延長して欲しい。 

・毎年、少しずつ増やしていきます。 

・秋に8号温室にて青バラのPRをしました。 

・季節によって変更しています。 

・夏と冬に剪定を実施しています。 

・入口で虫よけスプレーを貸出しています。 

・来年度は設置する計画をしています。 

・利用期間を翌月末までに延長しました。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・毎回すばらしい色彩です。感動です。 

・手入れが行き届いていて美しかった。 

・普段見られない（珍しい）植物が見られて良かった。 

・解説とスタッフさんのユニークなコメント！ 

・大きな木の迫力があった。 

・アジサイのドレスがとても素敵でした。 

・ポインセチアがすばらしい。 

・花手水がきれい。 

・クイズが楽しかった。顔はめパネルも楽しかったです。 

・楽しい写真のスポットが沢山あって笑えました。 

・シーズンで映えスポットが変わっていい。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・今年度の利用状況は、新型コロナ感染症が５月８日に５類に移行したことで、企画展イベント開催な

ど年間を通して通常営業することが出来た。 

・入園者増を目的にバラ園の品種数を県内最多の約600種まで増やし、園内を散策しやすいよう秋のバ

ラマップを作成した。また、春と秋には来園者に楽しんでいただくため全国的にも珍しいローズシャ

ワーのイベントを行い春67名、秋55名の参加があった。この結果、春と秋の入園者数は大幅に計画を

上回り、バラでの集客に成果を上げた。 

・入館者増を図るため、企画展の充実と温室内植物の管理徹底、入館促進イベント開催に加え、ＳＮＳ

での情報発信に注力し、７件の投稿で500ＲＴ以上を獲得した。フォロワー数は約8,800に倍増した。 

・来園者への夏場の高温対策として園内複数個所にミストの設置作業や、利用の多い藤棚下のベンチの

天板や座面に腐食への対応として、当該部分を新しいものとの取り替え作業などを行い、利便性向上

を図った。また、大花壇とバラ園の間のＵ字溝にグレーチングを設置し、安全対策を強化した。 

・昨年開花後、アガベが子株を付けたため、「多肉とサボ展」と合わせて「アカベの里親さん募集中～

30年後にまた会いましょう～」（10/11～11/５）を行い、295株の子株を配布し入館促進に努めた。 

・季節の寄せ植え、ハーバリウム作りなど、体験教室を年25回開催した。バラの管理や草木染、生産者

による講座等専門的に学べる内容の講座「とちはなカレッジ」を７講座28回開催した。子供を対象と

して花にふれあうきっかけづくりとなる「花育教室」を第３日曜日の家庭の日に５回開催した。（い

ずれの講座も開催回数は計画通り） 

集客のための取組と生産振興への寄与に向けた取組 ※指定管理者が独自に設定 

１．集客のための取組 

・双方の認知度向上を図るため、なかがわ水遊園と連携して県内の小学生に無料招待券を配付するなど

広報活動に取り組んだ。 

・各メディアから依頼された撮影に積極的に対応するとともに、各メディアにイベント等の情報提供を

行った。５/16とちテレ「植物園の大工さん」、10/27 Ｈｉ-Ｆｉ Ｕｎ！ｃｏｒｎ ミュージックビ

デオ、11/９とちテレ「Ｕ字工事の旅！発見」などで紹介された。 

・栃木県誕生150年に合わせて夏の食虫植物展の期間中に子供無料キャンペーンを行った。また、150

年記念企画展スタンプラリーなど、各種施策関連キャンペーンをＨＰやＳＮＳなどで情報発信するこ

とで多くの県民に対しＰＲを行った。 

・鑑賞大温室は企画展のテーマと対象を明確にし、アジサイでドレスを仕立てた展示、食虫植物をモチ

ーフにオリジナルヒーローで表現した展示、ポインセチアで赤の世界を創出し写真映えスポットを設

置した展示等を行い、企画展の内容を充実させた他、ミカモンジャロコーヒー試飲会、ドームツアー

等入館促進イベントを積極的に行った。 
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２．生産振興への寄与 

・県内の生産者と種苗会社の協力により、５月下旬～７月上旬にかけて45品種、1,160株のスカシユリ

の栽培、展示を行った。また、展示したスカシユリを「スカシユリ総選挙」と題して、来園者に人気

投票を実施し、その結果を生育状況等とともに生産者に提供した。７/８からは球根販売も行った。 

・ポインセチア展～＃ファインダー越しの赤の世界～では、県内の生産者３名にスポット当て、ポイン

セチアの生産にかける思いやエピソードなどを、パネルを用いてポインセチアとともに展示した。 

・お正月展では、県内生産者が生産した菊やディスバットマムを使った花手水を展示し県内花き生産者

のＰＲを行った。 

・洋蘭展～和の空間でとちぎの蘭を楽しむ・弐～では、県内の生産者５名にスポット当て、洋ランの生

産にかける思いやエピソードなどを、同じくパネルを用いて洋ランとともに展示した。 

・県内で生産している花きのＰＲのため３回、６月（リンドウ）、10月（スプレーマム、スカシユリ、

バラ）、１月（ディスバッドマム、オリエンタルユリ、カーネーション他）にホール棟で飾花展示を

行った。 

  今後改善・工夫したい事項 

・企画展は目的や対象を明確にし、使用する花の品種数を増やした迫力のある飾花やフォトスポットの

設置、ストーリー性のある展示、体験体感出来る展示等、展示方法の工夫と内容の充実を図り、年８

回開催する。なお、さらなる夏場の高温対策として第１、第２企画展示室にスポットクーラーを設置

し、夏季の入館促進に努める。 

・令和６年度は、第５期指定管理期間の１年目として、これまでの実績をもとに「花の生産振興と花と

のふれあいによる心豊かな人づくり」の実現のため、管理運営の取組をさらに充実させた上で、本県

花き産地や生産者を支える拠点施設として生産振興を図るとともに、花文化の創出・定着に向けて、

花を活用した心の豊かさを提案し、普及啓発と消費拡大に取り組む。さらに、みかも山東エリアにあ

る集客施設や関係団体等と連携した誘客と併せて、各種県有施設との連携によるイベント等を開催す

ることに努め、本県の魅力発信に貢献できるよう取り組む。 

 

1）施設管理事業 

  ①利用者目標 入園者350,000人、鑑賞大温室入館者（うち有料入館者）58,500人（30,000人）、 

                 開園日数308日。 

  ②施設管理  計画的な施設の管理運営や、施設の管理費の節減に配慮した維持管理を行う。 

  ③利用料金  令和６年６月４日以降、季節変動の新たな料金体系に変更する。 

 

2）生産振興事業 

  ①県産花きの飾花ＰＲや生産者による栽培講座、即売会を行うとともに、県農業試験場が育成した

「アジサイ」や「リンドウ」の新品種の展示ＰＲを行う。また、種苗会社や生産者と連携して「

ユリの展示栽培」を行い、生産者が品種選定の参考とするための情報を提供する。 

  ②生産者と消費者の交流イベントの開催や、新たな担い手育成支援を行う研修の場を提供する。 

 

3）普及促進事業 

  ①とちぎの花のＰＲを図るとともに、季節感や話題性のある企画展を年７回程度開催する。 

  ②バラ園の充実を図るため、フラワー館北側のスペースに新たなバラ園の整備に着手する。（令和

８年度オープン予定） 

  ③「みかも自然の家」との連携を図り、子供達が体験できる講座を提供する。 

  ④園内の植物管理は、ボランティアの熱心な活動に支えられているため、園内でのポスター掲示や

ＳＮＳを活用した会員募集を行い、会員数の拡大を図る。会員に対しては、定期的に植物管理に

ついての技術的講習を行い、管理技術の向上を図る。 

  ⑤企画展やイベント毎に、紙ベースの広報と、ＳＮＳを使った情報提供を行う。 

 

4）受託事業 

   ①ジャパンフラワー強化プロジェクト推進事業では、県内産の高品質な鉢花や切花を活用し、小学

校や福祉施設で花に親しむきっかけづくりや、花の持つ多様な効果を学習する活動に取り組み、

県産花きの普及促進に努める。 

   ②花と苺のフェスティバルの開催に協力し、会場を県産花きで華やかに飾るとともに花の活用手法

の提案を行うなど、花の普及促進に努める。 
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７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

鑑賞大温室等の園内施設について

は、条件など設けることなく、平等利

用が確保されている。また、多目的ホ

ールの利用にあたっては、利用規約に

基づき、公平かつ適正に利用者を決定

している。 

Ｂ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

多目的ホールの使用許可にあたって

は、条例、規則及び利用規約に基づき

適正に手続きを行っている。 

Ｂ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか 

75 歳以上が割安で鑑賞大温室を年

間利用できるシニアパスポートを発行

しているほか、障害者の方なども安心

してゆっくり園内を見られるよう、車

いすを配置するなど配慮がなされてい

る。 

Ｂ 

 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

県内生産者や関係団体と連携して展

示を行ったり、県が開発したアジサイ

やりんどうの展示・販売を行う等、花

の生産振興を図るとともに、暮らしの

中での植物の取り入れ方や花飾りを提

案し、家庭でも花とふれあえるよう取

り組んでいる。 

Ｂ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

ＳＮＳを活用した積極的な広報活動

や工夫を凝らした企画展やイベントを

実施した結果、入園者数・大温室入館

者数は増加し、コロナ禍前の平成 30

年と比べ入園者数は 105.5％、大温室

入館者数は 121.9％となり、ＰＲの効

果が見られた。 

また、職員の接遇研修に力を入れて

取り組んでおり、アンケート結果でも

職員対応の評価も高い。 

Ａ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

毎月実施している利用者アンケート

により利用者ニーズを把握しており、

企画展、鑑賞大温室について、いずれ

も「とても良かった」「良かった」が

９割以上である。また、「見応えがあ

った」「家族で楽しめた」「癒された」

等の意見もあり、利用者に満足しても

らっていることが伺える。 

Ａ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

利用者から寄せられた意見・苦情に

対しては可能な範囲で対応しており、

概ね適切な対応がなされている。 

Ｂ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

施設、設備、備品については定期的

に点検を行い維持管理されており、利

用者の安全を最優先とした安全管理が

なされている。 

Ｂ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

ＳＮＳを活用し、開花情報、企画展

やイベントの案内など、タイムリーな

情報をスピーディに発信することで、

若い方の入園が増加している。 

Ａ 
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また、企画展や季節のイベントにお

ける園内の装飾など、利用者により楽

しんでもらえるよう職員の創意工夫が

随所に見られた。 

 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か 専門的知識、技術を持つ有資格者を

配置するなど、適切な職員配置に基づ

いた管理・運営がなされている。 

Ｂ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

指定管理業務は、５年度は支出が上

回ったが、自主事業とも収入が支出を

上回っており、入園者増加に向けた取

組やコスト低減の取組が積極的に行わ

れた効果が現れていた。 

Ａ 

③経費の縮減に取り組んできているか 展示資材・広報用ポスターの自主制

作や簡易な施設設備の修繕を職員が行

うなど、自助努力により経費の削減に

努めている。 

Ｂ 

④人材育成は適切に実施されているか 職員研修が計画的に実施されてお

り、人材育成は適切に実施されている。 Ｂ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

危機管理に関するマニュアルに基づ

き、適切な管理体制を確保している。 Ｂ 

⑥県や関係機関との連携ができている

か 

県へは適宜報告がなされるほか、な

かがわ水遊園の指定管理者になってい

る利点を活かし、あらゆる面で連携協

力を行っている。 

 また、生産者組織や近隣施設と連携

し各種事業を実施している。 

Ｂ 

 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

個人情報保護に関するマニュアルに

基づき適正になされている。 
Ｂ 

②情報公開は適切になされているか 情報公開に関する事務処理要領に基

づき適正になされている。 
Ｂ 

 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

組織レベルによる「自己評価」のほ

か、来園者アンケートによる「利用者

評価」、外部委員による「第三者評価」

を実施する等、ふさわしい評価がなさ

れている。 

Ｂ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

ほぼ計画どおり実施されている。 

Ｂ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

近隣観光施設と連携したイベントを

実施したほか、社会福祉施設の利用者

による園芸福祉活動の実施や県内の小

学校へ鑑賞大温室の招待券を配布する

等、様々な機会を通して地域連携を図

っている。 

Ａ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ご

み削減等）がなされているか 

ごみの分別、減量化を推進しており

環境への配慮がなされている。 Ｂ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 

新型コロナウイルス感染対策が緩和

されたが、引き続き、手指消毒を設置

し、感染対策を継続している。 

Ｂ 

総合的な評価 
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 ＳＮＳを積極的に活用したスピーディーな情報発信や創意工夫あふれる企画展やイベントの実施

などにより、入園者数はコロナ禍前の 99％まで回復し、鑑賞大温室の入館者数は 109％に増加した。

利用者の声を聞き、ニーズに的確に対応した事業を展開し利用者の増加及び満足度向上に努めてい

る結果と評価できる。 

 さらに、生産者や関係団体と連携した事業や、近隣施設とのコラボ企画などを実施し、県産花き

の生産振興や消費拡大、地元の地域活性化にも寄与した取組を行っていると評価する。 

 利用者の６割が県内在住者、また、50 代以上が約６割であることから、近隣施設との連携やＳＮ

Ｓ等の情報発信を積極的に活用し、新規利用者の開拓と幅広い年齢層の集客に努めてほしい。 

 また、開園 30 年が経過し、施設が老朽化する中、県産花きを中心とした花きの魅力発信や、生産

者や関係機関・団体、近隣施設と連携をより一層図り、花の拠点施設として、更なる魅力ある施設

づくりに努めてほしい。 

 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｃ：事業計画に対して劣る取組となっている。  

     Ｄ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 

 


